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研究成果の概要（和文）： 

本研究は知覚－運動スキルに対する漸減要約フィードバックの高い学習効果の原因と加齢の影
響を明らかにすることを目的とした。実験課題はゴルフのブラインド・パッティングを用い、
フィードバック情報を実験群間で操作し、その学習効果を比較した。その結果、フィードバッ
ク情報の漸減的提示とそれに伴う遅延提示が漸減要約フィードバックの高い学習効果の原因で
あることが明らかとなった。しかし、高齢者に対しては高い学習効果は認められなかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The present study examined the effects of the Faded-Summary feedback schedule and the 

influence of the aging on perceptual and motor skill learning. An experimental task was 

the golf blind-putting and experimental groups consisted of the difference in the feedback 

information. The reasons why the Faded-Summary feedback schedule was effective on the 

perceptual and motor skill learning were the faded and delay presentations of feedback 

information. However, the Faded-Summary feedback schedule was not effective in the older 

adults. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)高齢社会における知覚－運動スキル学習 
現在の日本は高齢社会から超高齢社会を

迎えようとしており、高齢者人口の増加とと
もに「高齢者介護の時代」から「高齢者自立
の時代」へと推移していく必要がある。その

ため、今後は高齢者となった後にも新しい知
覚－運動スキルを習得する必要性がますま
す高まってくると予測される。同時に、若年
時に習得した知覚－運動スキルを高齢時に
再学習する必要性も高まっている。例えば、
自動車の運転スキルは加齢とともに低下す
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ることが知られているが、現在の日本では高
齢者の自動車の運転を一方的に規制するこ
とは生活の利便性や高齢者の QOL の観点から
も困難である。そのため、高齢者に対して自
動車の運転スキルなどの知覚－運動スキル
を再度、または新たに習得させる必要があり、
そのための有効な学習方法の確立が期待さ
れるが、高齢者を対象とした知覚－運動スキ
ル学習の研究はこれまでほとんど行われて
いないのが現状であった。 
 
(2)漸減要約フィードバックの効果 

知覚－運動スキル学習において、フィード
バック情報の提示は非常に重要ではあるが、
その提示頻度が高すぎると、逆に保持パフォ
ーマンスを顕著に低下させることが知られ
ている（ガイダンス仮説）。これは学習者が
フィードバック情報に依存して学習者自身
のエラー検出能力を向上できないからであ
る（フィードバック依存性産出効果）。その
ため、学習者のフィードバック依存性を抑制
しつつ、エラー修正機能を利用できるスケジ
ュールとして、漸減や要約、遅延フィードバ
ックが考案されてきた。 
しかし、これらは即時フィードバックより

も高いエラー検出能力と保持パフォーマン
スを獲得できる反面、習得段階におけるパフ
ォーマンスは即時フィードバックほど高く
ならないという問題があった。これはフィー
ドバック依存性を抑制するためにフィード
バック情報の提示頻度や提示量を減尐させ
た結果、フィードバック情報が持つエラー修
正機能を十分に活用できなかったことが原
因であると考えられる。 
そこで、知覚－運動スキル学習において、

フィードバック依存性算出効果をできる限
り抑制しつつ、エラー修正機能を最大限に発
揮するためのスケジュールとして、田島は漸

減要約フィードバックを新たに考案した。漸
減要約フィードバックは学習段階が進むに
つれてフィードバック情報の提示頻度を
徐々に減尐させつつ、同時にフィードバック
情報を要約提示することによって情報量を
減尐させないスケジュールである（表 1参照）。
この漸減要約フィードバックは、従来の即時
や要約、漸減フィードバックよりも高い学習
効果を持つことが認められている。 
 
２．研究の目的 
(1)高い学習効果の原因同定 
漸減要約フィードバックの高い学習効果

の原因を明らかにすることによって、知覚－
運動スキル学習に対してより効果的なフィ
ードバック・スケジュールを見出すことを目
的とした。 
 
(2)加齢の影響 
 知覚－運動スキル学習に対する学習効果
が加齢によってどのように変化するのかを
明らかにし、高齢者の知覚－運動スキル学習
に対して有効なフィードバック・スケジュー
ルを見出すことを目的とした。 
 

３．研究の方法 
(1)対象者 
若年者群として大学生を、高齢者群として

60 歳以上の中高齢者を対象とした。ともに、
ゴルフ経験のない対象者を選択した。 
 
(2)実験課題 
ゴルフのブラインド・パッティングを用い

た。パッティング位置の 1m 先にスクリーン
を置き、それ以上先が見えない状態で 7m 先
の目標点にできる限りゴルフボールが寄る
ようにパッティングすることを目標とした。 
 
(3)実験条件 
①フィードバック情報の選択群 
 要約群：全てのフィードバック情報を表 1
のスケジュールにしたがって要約提示する。 

 選択群：各ブロックでのフィードバック情
報提示時に、対象者が選択した 1試行分の
フィードバック情報だけを提示する。 

 非選択群：各ブロックでのフィードバック
情報提示時に、対象者が選択した 1 試行の
フィードバック情報から最も離れた 1試行
のフィードバック情報を提示する。 

 
②フィードバック情報の遅延提示群 
 遅延ショート群：フィードバック情報提示
直前の 1 試行のフィードバック情報を提示
する。 

 遅延ミドル群：フィードバック情報提示直
前の試行と最も離れた試行の中間の 1試行
のフィードバック情報を提示する。 
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表１.漸減要約フィードバック･スケジュール



 

 

 遅延ロング群：フィードバック情報を提示
する間隔が最も長い 1 試行のフィードバッ
ク情報を提示する。 

 
(4)パフォーマンス測度 
目標点（0,0）に対してボールの停止位置

座標（Xn,Yn）を測定し、正確性の指標とし
て目標点からの距離（絶対誤差）を、安定性
の指標として各ブロックの平均点からの距
離（変動誤差）を算出した。 
 

４．研究成果 
(1)フィードバック情報の選択群の比較 
 各選択群における習得段階と保持テスト
の絶対誤差を図 1に示した。習得段階と保持
テストにおいて、選択群間に有意な差は示さ
れなかったことから、フィードバック情報の
学習者の選択による学習効果に差がないこ
とが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
つまり、全てのフィードバック情報を要約

提示しても、提示するフィードバック情報量
を減尐させても、高い学習効果が得られるこ
とが見出された。しかし、この高い学習効果
の原因を「学習者が選択したフィードバック
情報が知覚－運動スキル学習に対して有効
性が高いから」と仮説立てたが、本研究では
学習者が選択していない試行のフィードバ
ック情報でも同等の学習効果を発揮するこ
とが明らかとなった。 
そこで、選択群と非選択群に提示された試

行の絶対誤差を比較すると、非選択群のフィ
ードバック情報の絶対誤差の方が選択群よ
りも有意に大きいことが示された。提示され
たフィードバック情報に明らかな違いがあ
るにもかかわらず、高い学習効果が得られる
ことが明らかとなり、知覚－運動スキル学習
において漸減要約フィードバックが有効で
ある原因は、要約提示されるフィードバック

情報の量や質ではなく、漸減的な提示頻度に
あることが示唆された。その一方で、漸減要
約フィードバックは漸減フィードバックよ
りも学習効果が高かったことから、漸減要約
フィードバックの高い学習効果の原因はフ
ィードバック情報の「漸減的な提示頻度」に
加え、「遅延提示」が関与していると考えら
れる。 
 
(2)フィードバック情報の遅延提示群の比較 
 各遅延提示群における習得段階と保持テ
ストの絶対誤差を図 2 に示した。習得段階に
おいては遅延提示群間に有意な差は示され
なかったが、保持テスト 2（24 時間後）では
遅延ロング群は遅延ショート群よりも有意
に絶対誤差が小さいことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 以上の結果から、漸減的提示頻度において、
フィードバック情報の即時提示（遅延ショー
ト群）や中程度の遅延提示間隔では保持パフ
ォーマンスが顕著に低下するが、遅延提示間
隔が十分に長いと高い保持能力を発揮でき
ることが明らかとなった。これは遅延提示に
よってフィードバック依存性産出効果が抑
制を受けた結果であると考えられる。つまり、
漸減要約フィードバックの高い学習効果の
原因は、「フィードバック情報の漸減的な提
示頻度」とフィードバック情報の要約提示に
よって必然的に生じる「フィードバック情報
の遅延提示」によることが示唆された。これ
は、漸減要約フィードバックにおいて、要約
提示されるフィードバック情報の中でも提
示間隔の短い（即時的な）フィードバック情
報の提示はフィードバック依存性産出効果
を高めるために保持パフォーマンスを低下
させるが、提示間隔の長い（遅延した）フィ
ードバック情報の提示はフィードバック依
存性産出効果を抑制し、高い保持能力・エラ
ー検出能力を獲得できることを意味する。 



 

 

(3)遅延ミドル群内の比較 
 この知覚－運動スキル学習に対する遅延
提示間隔の影響をより詳細に検討するため
に、遅延ミドル群内における 2群の絶対誤差
の変化を図 3に示した。保持テスト 2におい
て、遅延ミドル（ロング）群の絶対誤差は遅
延ミドル（ショート）群よりも有意に小さい
ことが示された。この結果から、本研究で用
いた実験課題の難易度に対して、中程度の遅
延提示間隔が保持能力に対する学習効果を
大きく変化させることが示唆された。 
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